
 

平成 30 年 06 月 

 

2018 年 ６月 理事会議事録 

 

<日 程> 6 月 12 日(金)10:00～12:00   

<会 場> 東京浅草橋 共和会館 

   

〈出席者一覧〉 （敬称略、順不同とさせて頂きます） 

上野会長、藤田副会長、中島副会長、前田理事、大貫理事、三浦理事、桑田理事、中河理事、村雲理事、小松理事、羽

田理事、平田理事、松村理事、石川監事、藤崎監事、吉村理事、山川理事 

（書記）中河、山川 

 

上野会長 挨拶 

  

<審議内容> 

１.事務局・前田理事より  会計報告、 

  主な入出金確認、収支予算対比報告あり  

 

２.総務委員会より（村雲理事） 

 ・本日の総会資料、スケジュール、役割分担を説明 

 ・事業計画では、関西では秋に園芸の基礎講座を予定している。名古屋では勉強会を開催したい。 

 ・5/17 総務委員会報告として、「花と緑のまちづくり推進プロジェクト」の説明があり、出席の理事からは、ぜひ

進めるべきとの意見。エクステリア系理事からも「花と緑のまちづくりにはデザインも重要になってくると思われる

のでエクステリア系も大いに関係してくるのではないか、など。 

中島さんから役割分担をしっかりとして欲しい。 

石川監事から、高齢者の方が、リーダーシップを取れるようにする形がいい。 

村雲理事から今後の活動を模索していた中で、消費の現象の対応も考えたい。 

役割を図式化して、すすめていきたい 

小松さんから 

エクステリア市場は現在 1 兆円と言われているが、住宅着工件数は現在の 98 万戸から 50～60 万戸の時代が来て 

このままでは縮小していく。 

世帯数減少により 3 軒に 1 軒が空き家の時代が来る。 

花とみどりのまちづくりは重要だがそこにはデザインが必要である。 

植物とハード、ソフト含めたリノベーションデザインにより魅力的なまちが生まれると考える。 

石川監事から、会長から定款を見直したという話があった。 

NPO の認可は環境省なので、環境省が喜ぶ事例が良い 

上野会長から、地元でボランティア団体とつながっていければいい 

村雲理事がレモンプロジェクトを始めている 

自治体と横のつながりをガーデン会がつなげて行ければなと思う 

園芸業界に貢献できる NPO 法人を目指したい 

このことを発表したい 

 

３.イベント関連委員会より（中島理事） 

  ４月フラリエ出展 収支報告 

2018 年 4 月 12,13,14,15 日で開催した。来場者は、22,949 人若干減少した。 

世界のトマト大集合として展示を行った。 

2019 年 4 月 11 日から 14 日が決定しており、参加は保留している。 

理事会で検討していきたい 

 

 



 

４. 概要説明は上野会長で 

  ６月ワークショップ 

  ７月セミナー中ブロック 

 

５. 五輪プロジェクト委員会より（藤田理事） 

  ・おもてなしガーデンの植え付けは 6 月 16 日に予定。植物はＦＡＪに協力依頼、施工は造園家 2 名、アルバイト

４～５名を予定している。 

  ・８月樹木ツアーの代替セミナーは、今のところ決まっていない。 

 

６.支援委員 上野会長 

 文科省から回答 

「土曜学習応援団」の件、 直ちにということではございませんが、 

貴会としてどのような教育プログラムをご用意いただけるか、 

どのようなご支援方法が考えられるか、意見交換の機会をどこかで頂戴できればと存じます。 

この件は、登録する 

石川監事から、社会教育の一環として、関わっていければいい 

花と緑のまちづくりプロジェクトは進める 

次回理事会で、詳細を決める 

 

７．次回理事会 

次回理事会日程は、8 月で行う。盆前の 8 月 7 日に決定する 

次回は、名古屋で行う。勉強会と出来れば開催する 

 

 

８.その他 

前田理事から屋内緑化推進部から 7 月 4 日に講演会を行う。内容は部屋の中に植物を持込ことで色々なこうようがあ

るというものです。 

あまた、8 月の海外研修を予定している。内容は、アマゾン訪問、ブッチャーズガーデン見学、パーウェストを見学す

る 

店員は 30 名です。参加ください。参加費は 39 万 8 千円です。 

 

藤崎監事が、退会する 

セキスイエクステリアの業務を積水の親会社にもどす 

会社はインテリアや照明を販売することになる。エクステリアの販売が少なくなるため、退会します。 

会の発展を願っております 


